
漢方エキス剤は，昭和期に，日本の漢方家が||本の

漢方臨床のために考案したものである。

製剤化されたことで，均質で，服用しやすいとい

うメリットがあり，1976年に健康保険に収栽され，

現在では医師の９割が処方するまでになっている。
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今'１１１，そのエキス剤の運用の幅を広げるべく，中医

学の知識をどう活かせばよいのかを特集した。

I･'１医学を熟知する医師を中心に，エキス剤の中医学

的運用,特に合方の考え方と実際の使い方について，

それぞれの経験にもとづいて紹介する。
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鵬３【特集】漢方エキス製剤の中医学的運用一合方のコツー
〆

灰が,どのように不妊症を治療しているかを佃倣する。

漢方エキス製剤を使いこなす！
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エキス剤合方の効果的な運用（入江祥史）

合方の実際一私の使用経験（渡豊善一郎・加島雅之・滝沢健司・別府正志・田中耕一郎）

④通巻135号：【特別連載】産婦人科疾患①－月経にかかわる疾患の中医学治療

●通巻136号：【特集】日本で活かす温病学

嗣霧禰６月号(通巻137号)では，「不眠症の中医治療｣を特集します。
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鵬記事'零灘謀熟療｣佃号）

の２人の先生（王子職・肖承,除）にインタビューを行

い，不妊の中医治療の概略をお伺いした。その他，Ｉ|」

不妊治療は生殖医療技術の進歩によって改善されてい

る面もあるが，いまなお不妊で悩み苦しんでいる人は

少なくない。巾悶でも日本と同様に子宝に恵まれず，

中医学に望みを託す患者は多い。そんな不妊治療を得

意とする絹隆は，ときに「送子観音」（子授け観背）

と形容され尊崇されているが，本特集ではそんな約'１
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まず，姉人科.を専門とする北京中医
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を捉え治療してい凶の婦人科流派がどのように不妊症

たのかを確理した。

詳しくは当社ホームページをご覧ください。
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中医学と日本漢方の相違点はさまざまあるが，温病の認識の

有無もその１つだろう。’1本で漢方を学ぶ方にとって，温病

学は最も馴染みの薄い分野かも知れない。しかし中医学にお

いて温病学は欠くことのできない軍要な学科であり，臨床に

おいても感染症はもとよりさまざまな慢性・難治性の疾患に

対して活用されている｡温熱が絡む疾患は難治になりやすく，

その治療には洲病学の理論と処方が欠かせないからだ。

木特集では，Ｗｉ,伽学に造詣が深く，実際に臨床で活かしてい

る先生方（平馬直樹・林賢波・力'１１１洲f之・板倉英俊）に集

まっていただき，その経験をI'1心にお話いただいた座談会を

掲載した。’1本の保険の範I＃lで使用できる方剤や生薬で温病

処方を椛成することは雌しいが，座談会からは温病学の考え

方を応用したり，代替できる方剤や生薬を用いることで，上

手く湿と熱を飛雌させ雌治の病を治療していく様子が浮かび

上がってきた。

さらに馴染みの薄い淑病学の韮本的知識を身につけられるよ

う，背W{栄先生に簡潔・Ｉﾘ]瞭な解説をしていただいた。「温

病学の慨'1%｣「術気慨血弁証」｢三焦弁証」「温病学の代表処方」

がコンパクトにまとめられており，況病学を一から学ぶこと

ができる。

、縛言;孟雛砿駕繍雲Ⅲ号！
Ｆ１常診療において，倦怠感を訴える患者は非常に多い。そして

その大多数は，食欲が良好あるいは充進し，甘味を欲して肥満

傾向にある。過労と飽食の現代社会においては，このようなタ

イプの気虚が大部分を占めるが，現代中医学の教材である『方

剤学』に列挙されている補気剤は，ことごとく効果がない。

繁者はこう述べ，現代社会の気虚の大勢は肝気虚であるにもか

かわらず，現代''１医学の教材はこの点を十分に意識して書かれ

一般に，麻黄升麻湯と乾斐黄琴黄連人参湯はそれぞれ上熱下

寒の一形態，また升麻雛111湯祉は疫赤によるものと説明され

ているが，一定の兄解がない。

そこで,経方理論にもとづき再考察を試みたのが本稿である。

麻黄升麻湯については，傷寒六七'1をキーワードに病態を明

中医病証の源流を探る。

｢消渇」菱徳友(136号）

現在，消渇はしばしば現代の納尿病と解説されることが多い

が，歴代の阪家は消渇という病証をどのように捉えてきたの

だろうか。

消渇に対する''1医学の取り組みの歴史は長く，はるか古代に

遡る。消渇というｿi靴がはじめて現れるのは『黄帝内経』で

あり，その弁証論治は『金慨要略』，証候分類は『諸病源候論』

ていないと指摘する。

そこで本稿では，まず肝気虚の病理の木質を明らかにしたうえ

で，それに対応した治法・川薬について考察を加えていく。そ

して，自ら考案した肝気虚の治療を|I的とした基本処方「起肝

湯」について紹介する。

現代''1|猫4の足らざるところを補完する意欲的な論考。

・升脈溌甲湯について｣澗鮮一郎(134.135号）

らかにし，経方灰学的に処方の組み替えを試みる。

乾菱黄苓黄述人参湯については，太陽陽UI合病における蔦根

湯･蔦根力'1半夏湯証や，蒋根黄挙黄連湯証を参考にしながら，

潟心湯頻・黄述湯との比較から，心下における気と飲の関係

と黄連の作川についても考察する。

から始まり，理論体系は唐代に形成された。消渇は病因が複

雑で多くの臓器に影稗を及ぼすため，臨床症状も複雑多岐に

わたり，病機もそれぞれ異なっている。

そこで本稿では，(1)#i1i渦の病紹，(2)消渇の病因病機(3)消渇

の論治の３点に絞って，澗渇に対する歴代医籍の論説を整理

し，消渇の源流と特徴を浮き彫りにする。


